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企業リポート

１．はじめに

　意外に知られていないが、日本の化粧品市場は
アメリカに次いで世界第二位の規模であり、１兆
5000 億円もの規模を誇る。これは、家庭用ゲーム
を含むおもちゃ市場や冷凍食品市場を凌駕する、巨
大な消費産業である。しかしそれら化粧品企業の研
究開発の実態については、あまり馴染みがないかも
しれない。実際には、ロレアルを含めた化粧品企業
は、商品開発のみならず、基礎研究や応用研究など
の研究開発の面でもしのぎを削っている。
　化粧品技術に関わる技術は実に多様である。皮膚
や毛髪を研究する皮膚科学、生理学や解剖学、生物
工学や分子生物学、顕微鏡学、新規原料開発に繋が
る高分子化学、界面化学、粉体工学、油化学、測定
や評価に必要とされる光学や物理学、電子工学も重
要な技術であり、またグローバル企業として活動す
るロレアルにとっては文化人類学、比較人類学的視
点も必須である。
　これらを組み合わせて出来た製品は、まさに高度
に洗練された最先端のファインケミカルであると言
えよう。このレポートでは、そのような巨大市場に
おけるロレアルの取り組みと研究開発活動について、
またファインケミカルとしての化粧品の開発におけ
る先端性についてもお伝えしたい。

２．ロレアルの研究活動と研究開発戦略

　ロレアル（L'ORÉAL）はフランスに本社を置き、
「ランコム」「シュウ ウエムラ」「ロレアル パリ」
「ケラスターゼ」など、25のブランド（うち日本
展開17ブランド）を展開している世界最大の化粧品
会社である。その歴史は1909年にさかのぼり、今
年は企業創立100周年を迎える。ロレアルは、創業
者が科学者であったことからも研究開発を事業の基
盤と位置づけており、2007年の研究開発費は896億
円（2007年の平均レートに近い１ユーロ＝160円で
換算）、世界中の16ヶ所の研究開発拠点にて3000
名を超える研究者が活動している。ちなみに、その
55％、日本においては60％以上が女性であるとい
うのも、大きな特徴である。
　日本においては1963年より事業を開始。1983年
に日本国内にも設立した研究開発拠点は、今ではロ
レアルの３大創造拠点の１つに数えられる研究開発
センターになった。化粧品開発には大きく分けて、
皮膚や毛髪や色彩などに関する基礎研究、新原料や
新技術の商品化の可能性を探る応用研究、そして商
品開発の３段階があるが、これら全ての段階がそろ
っているのはフランス以外では日本のみである。
　世界企業であるロレアルが、重要な研究開発拠点
を日本にもおいているのには、戦略上重要な理由が
ある。ロレアルは広く世界中に技術革新の種を求め
る「オープン・イノベーション」を重視しており、
常に大学や企業の研究者と連携しているが、日本は
創造的な科学技術と特徴的な原料の宝庫だからであ
る。日本の研究開発センターは、日本中に存在する
新技術や新原料を探し出し、それをロレアルのグロ
ーバルな研究ネットワークからもたらされる技術や
原料と照らし合わせて吟味・選択し、最適な処方を
組んで、世界中に展開している。つまり、イノベー
ションのプラットフォームとも言うべき役割を担っ
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ていると言え、「ハブ機能をもった創造拠点」と位
置づけられている。過去にも、色素や粉体などの技
術で複数の日本企業と共同開発した原料が作られて
おり、これらが処方された化粧品は世界中で販売さ
れている。このように、研究開発を最重要と位置づ
けるロレアルの、個々の研究活動について以下紹介
する。

３．ロレアルにおける研究開発の実例

　ロレアルでは、シャンプーやリンス、スタイリン
グ剤、パーマ剤、ヘアカラー剤などを、ヘアサロン
向け・家庭向けとも開発している。なかでも、ロレ
アルの創業者はヘアカラーの開発者であったことも
あり、ヘアカラーはロレアルの得意分野のひとつで
ある。
　その一例として示せるのが、「イメキシン OAX™」
である。イメキシン OAX ™はロレアルが独自に開
発した新規染毛剤有効成分であり、従来にない発色
と、色持ちのよさが特徴である。一般に、分子量の
小さな色素は髪に浸透しやすいが、脱落もしやすく、
大きな色素は髪に浸透しにくい。色持ちのよさとい
う、ヘアカラーにとって極めて重要な要素を実現し
たのは、イメキシン OAX ™の２つのベンゼン環に
繋がった反応部位を炭素鎖によってフレキシブルに
つなぐという設計思想による。一般に使われる染毛
剤分子、パラフェニレンジアミンと比べても分子量
は大きいが（図１）、柔軟な構造のため髪には浸透
しやすい。浸透後、カップラーと呼ばれる他の分子
と結合して発色し、より大きな分子となって今度は
髪に留まり続ける。

　染毛剤として処方できる有効成分は薬事法により
厳しく規制されている。化粧品各社からは毎月のよ
うに新しいヘアカラーが発売されるが、それらは従
来成分の組み合わせによって生み出された新商品で
あり、新たな有効成分が配合されることはほとんど
ない。これは、染毛剤有効成分は要求される安全性
レベルが非常に高いためであり、新規の成分が承認
申請されるケース自体、極めて稀だからである。事
実、このイメキシン OAX™は2008年１月25日に厚
生労働省によって新規染毛剤有効成分としての承認
を受けたが、これは日本国全体で13年ぶりの承認
であった。またこれは弊社開発成分としては３例目
の承認である。この新成分を配合したヘアカラー製
品は、今後市場に展開してゆく予定である。

　日本女性の化粧習慣は世界に類を見ないほど複雑
かつ洗練されている。現在使っているメイクアップ
製品数について尋ねたところ、25-34歳の女性から
は目の周囲だけで4.0点、全体で11.5点という回答
が得られている（弊社調べ）。日本に存在する化粧
品メーカーは千社を超えるとも言われているが、そ
れぞれが何十種類もの製品を、多色展開し、それを
毎年のようにリニューアルしていることを考えると、
日本全体で販売されている化粧品点数は莫大な数で
ある。このように世界一競争の厳しい市場で存在感
を発揮する製品を開発することは、容易なことでは
ない。
　そんな中、弊社のブランド、ランコムの口紅「カ
ラー フィーバー デューイー シャイン」は、高い支
持を受けている女性美容雑誌VoCEにて、美容のプ
ロが選ぶ2008年度上半期のベストコスメ賞に選ば
れるという栄誉を得た。この受賞の背景にあるのは、
新原料との出会いである。口紅は通常、常温で固体
のワックスと常温で液体のオイルを組み合わせた基
材と顔料を混合して作られる。しかしこの口紅には
第三の物質、常温で半固体のペースト状物質を厳選
し、それを多量配合した。これにより、従来よりも
格段に表面が滑らかな、厚いフィルムを唇上に形成
することができ、長く続く強く美しいツヤのある唇
を実現することができた（図２）。また、この半固
体物質は室温ではペースト状だが唇の上の温度では
緩やかに溶けるという特性をもつため、液状油剤で

図１　弊社開発のイメキシンOAX™ （左）と、一般的な
　　　染毛剤有効成分パラフェニレンジアミン（右）の
　　　比較。
　　　イメキシンOAX ™はベンゼン環を含む活性部位
　　　を２つ持つ、特徴的な形態をしている。

３．１ヘアケア製品

３．２メイクアップ製品



図２　唇上のフィルム厚と光反射の関係の模式図。従来処方（左）と半固体物質を含む新処方（右）。
　　　従来処方は皮膚上のフィルムが薄いため、乱反射を起こすが、新処方は厚いフィルムのため
　　　光は正反射しやすくなり、全体としてツヤ感と輝きを向上させる。

生産と技術　第61巻　第１号（2009）

－65－

は得られない今までにないソフトな使用感を唇上に
長時間維持することができた。食物において食感が
大切な評価軸であるように、化粧品においても使用
感は極めて重要な要素である。ここでは、「つけて
美しい」だけでなく、「長時間使って快適」という
新たな満足感を追求したことが評価された。
　この常温で半固体状の物質はこれまで、口紅基材
としては補助的にしか用いられてこなかった。その
中から特に温度応答性に優れた原料を見出し、安全
性や品質面での安定性などの種々の課題をクリアし
た先に、次のトレンドが生まれる。まさに新商品開
発の好例である。このように、化粧品開発者たちは
次世代の製品を生み出すべく、新たな原料や技術に
関してのアンテナを常に張り巡らせている。

　スキンケア製品とは、加齢や紫外線などによる変
化から肌を守り、肌を美しく健やかに保つことを目
的とした化粧品のことを指し、化粧水や乳液、美容
液などが含まれる。日本を始めとするアジア諸国に
おいて美しい肌へのニーズは極めて強く、特に日本
のスキンケア製品の市場規模は世界一である。
　皮膚は外側から順に角層、表皮、真皮で構成され
ている。たとえばシワの形成は表皮-真皮間の接合
や細胞外マトリックス（ECM）の弱体化が原因のひ

とつとされているし、日焼けによるシミは主に表皮
のメラノサイトが紫外線曝露などを契機としてメラ
ニン生成を亢進させることに起因することが知られ
ている。つまり、スキンケア製品の開発には、皮膚
科学、組織学、生理学などの最新知見が必須である。
　ロレアルは、光老化と呼ばれる紫外線曝露によっ
て起こる皮膚変化に対応すべく、スキンケア部門の
みならず、物質科学・生命科学・分析などのグルー
プが共同して、真皮中のECMに存在し、水分保持
と皮膚の柔軟性に関わるグリコサミノグリカン（GAG）
の合成を活性化する分子、Pro-Xylane™を開発した。
この分子は、GAG合成の起点となるだけでなく、
GAGとコアタンパクの結合分子としても働く分子
であり、in vitroではGAGやコラーゲンVIIの合成
能を有意に増加させることが、また in vivoにおい
ても被験者の皮膚の弾性が増加することや、長期連
続塗布を受けた被験者のシワやシミの臨床的スコア
が改善すると言った効果が確認されている。
　Pro-Xylane™の原料は再生可能資源であるブナの
廃材から得られたキシロースであり、ここから消費
エネルギーの低い２段階のみのプロセスで合成され
ている（図３）。また、生分解性が高く、生体蓄積
性や環境毒性もないなど、「グリーン・ケミストリ
ー（環境にやさしい化学）」に沿った物質である。
ロレアルは、「持続可能な発展」の観点からも環境

図３　 Pro-Xylane™のグリーン・ケミストリーによる合成法。
　　　キシロースを起点とした、水系溶媒中での縮合反応と、触媒を用いた低エネルギー還元反応の
　　　２ステップであり、副生成物が少ないことも特徴である。

３．３スキンケア製品
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問題には関心を払っており、効果や安全性のみなら
ず、環境的要素をも踏まえた厳格な基準のもと原料
選択を行っているが、その意味において Pro-Xy-
lane™はロレアルのポリシーに完全に合致する原料
であるといえる。

　以上のような製品開発や新原料開発以外にロレア
ルが行っている研究活動の例としては、再構成表皮
という技術があげられる（図４）。これは、コラー
ゲンのマトリクス上に合意を得た被験者から得た皮
膚の角化細胞を把種し、培養下で再構成して人工表
皮を作り上げるという技術である。この再構成表皮
を用いた in vitro試験は、最終製品の皮膚刺激性を
検査する in vivoの動物実験の完全な代替法として、
欧州代替法評価センターに現在唯一認められている
方法である。この再構成皮膚を用いることでロレア
ルは1989 年以降、製品に関する動物実験は廃止し
ている。

　その他、ロレアルはグローバルに展開する企業と
して、世界中の女性の皮膚と毛髪の特性に関する大
規模調査も行っている。これらは従来、白人、黒人、
アジア人という単純な分類法で語られていたが、人
類が世界中を縦横無尽に移動するようになった今の
時代に、このような人種的アプローチは意味を成さ
ない。そこで、毛髪に関しては約1400人、皮膚に
関しては約3500人の被験者からデータを取得する
類型学（Typology）的調査を行い、人種的特徴によ
らない８つの毛髪カテゴリと63の皮膚色を再定義
することに成功した（図５）。これによって、従来の

化粧品基準や法医学的分類よりも適切かつ公正な分
類と、客観的な視点での化粧品開発が可能となった。
こういった人類の多様性について研究することを、
ロレアルではGeocosmetics、地理化粧学と呼んで
おり、他には唇やまつ毛でも同様の研究を行ってい
る。

４．研究者への支援

　最後に、研究開発を重視するロレアルは、研究者
への支援も行っていることをお知らせして終わりに
したい。ロレアルグループでは、1998 年に国連専
門機関のユネスコと共同で、世界の女性科学者の業
績を称え、科学分野で活躍する女性たちの更なる飛
躍と地位向上を目的とした、「ロレアル－ユネスコ
女性科学賞」を創設した。日本人では岡崎フラグメ
ントで知られる岡崎恒子氏や、アモルファス研究で
著名な米沢富美子氏が受賞している。
　その日本国内賞である「ロレアル－ユネスコ女性
科学者 日本奨励賞」は2005年に創設、昨年までに
12名の女性科学者が受賞している。この賞は、日
本の若手女性科学者が国内の教育・研究機関で研究
活動を継続できるよう奨励することを目的としてお
り、対象者は物質科学・生命科学の分野で、博士課
程に在籍または、博士課程に進学予定の女性科学者
である。受賞者には、賞状と奨学金100万円が贈ら
れる。当雑誌と非常に関係の深い大阪大学からも、
昨年ついに受賞者が出た（図６）ことも書き添えて
おきたい。

図４　再構成ヒト表皮モデル、Episkin™。
　　　マルチウェルプレートに入った培養容器中の
　　　ヒト再構成表皮と、培養用およびテスト用培
　　　地で構成されたキットとして提供される。

図５　ロレアルによる類型学調査。
　　　人類の皮膚色を分類するためには、63もの
　　　タイプ分けが必要であった。

３．４その他の研究開発活動
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５．おわりに

　今回、ロレアルが行っている様々な研究開発活動
についてご紹介させていただいた。筆者自身、日本
ロレアルに入社以来、化粧品を取り巻く科学技術の
幅広さには驚きを禁じえなかったのだが、その一部

でも読者諸兄に伝われば幸いである。また、これを
もって化粧品技術に少しでも興味を持っていただけ
れば、これ以上のことはない。
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